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海を越えたウチナーンチュの絆！
祝・ブラジル沖縄県人会創立100周年と沖縄県南米駐在員事務所開所４

県の動き

沖縄県南米駐在員事務所が開所しました！
この記念すべき節目にあわせ、中南米の県人会から長
年強い要望を寄せられていた「沖縄県南米駐在員事務所」
が正式に開所しました。開所式では看板の除幕や、県と
ブラジル沖縄県人会の間で同事務所の設置・運営に関する
相互協力を約束する覚書の交換式が行われ、世界に広が
るウチナーネットワークの新たな中核拠点が誕生しました。
同事務所は沖縄と中南米を結ぶ新たな架け橋として、
若者交流や文化継承、経済連携を推進し、沖縄と中南米
の多様な交流を力強く牽引するとともに、未来への絆を
さらに深めていきます。

ブラジル沖縄県人会が創立100周年を迎えました！
かつて言葉も文化も異なる異国の地・ブラジルへと渡っ
た沖縄の移民たちは、激動の時代をたくましく生き抜い
てきました。今から100年前、厳しい開拓の暮らしの中で
支え合い、故郷の心と文化を守り続けるためにブラジル
沖縄県人会が結成され、先人たちの不屈の歩みと「ユイマー
ル」の精神は確実に次世代へと受け継がれてきました。
７月31日、ブラジル・サンパウロにて「ブラジル沖
縄県人会創立100周年記念式典」が盛大に開催されまし

た。県からは大城副知事が出席し、玉城知事によるお祝
いの言葉を代読しました。記念式典では、先人たちのこ
れまでの功績に感謝が捧げられたほか、約500名の県系
人が参加した祝賀ショー「KEISHO（継承）」が披露され、
三線やエイサーの響きとともに移民の歴史が力強く演じ
られました。最後は出演者と来場者の約1,500名全員で
カチャーシーを踊り、会場は深い感動と歓喜に包まれま
した。

沖縄県南米駐在員事務所開所式

感動のフィナーレ創作舞台記念式典での鏡開き
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